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＊＊「指導と評価の一体化」で授業改善⑨＊＊ 
～「技術・家庭科（技術分野）」編～ 

※「指導と評価の一体化」の視点から、技術・家庭科（技術分野）の「技術分野の学習過程」、 

 「題材ごとの学習評価」について整理します。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「R」は「reform（改革）」の頭文字です 

№３５（令和２年 12月） 
埼玉県教育局南部教育事務所 
https://www.pref.saitama.lg.jp

/soshiki/g2201/index.html 

１ 題材の目標を 

  作成する。 
２ 題材の評価規準 

  を作成する。 

３「指導と評価の計画」 

 を作成する。 

授業を行う。 

技術分野の学習過程と三つの要素 

 

評価の進め方・留意点 

 

４ 観点ごとに総括する。 

〇学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏ま
える。 

〇児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえる。 

〇学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえる。 

〇生徒の実態、前題材までの学習状況等を踏まえる。 

○１、２を踏まえ、評価場面や評価 
 方法等を計画する。 
○どのような評価資料（生徒の反応、 
 ノート、ワークシート、作品等） 
 を基に、「おおむね満足できる」状 
 況（Ｂ）と評価するかを考えたり、 
 「努力を要する」状況（Ｃ）への 
 手立て等を考えたりする。 

３に沿って、観点別学習

状況の評価を行い、生徒

の学習改善や教師の指

導改善につなげる。 

集めた評価資料やそれに基づく評価

結果などから、観点ごとの総括的評

価（Ａ、Ｂ、Ｃ）を行う。 

【「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 技術・家庭（以下※１）p.39 参照】 

【中学校学習指導要領解説 技術・家庭編 p.22～24 参照】 

〇学習過程は一方向に進むものではなく、生徒の学習の状況に応じて、各段階間を往来するものです。 

（例）設計・計画の段階で、適切な課題の解決策が構想できないといった問題が生じた場合には、課題の設定の段 

   階に戻り、新たな課題について検討することが必要となります。 

 
 

生活や社会を 
支える技術 

 

技術による問題の解決 

 

社会の発展 
と技術 

 
技術の見方・

考え方に気付

かせる要素 

理解の深化や技能の習熟を図る

とともに、解決策を構想しよう

とする態度などを育成する要素 

概念の理解を深めるとともに、 
「よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて技
術を評価し、適切に選択、管理・運用したり、新た
な発想に基づいて改良、応用したりする力」と「社
会の発展に向けて技術を工夫し創造しようとする態
度」を育成する要素 

〇配当する授業時数と履修学年については、生徒や学校、地域の実態等に応じ、各学校において定めます。 

〇履修学年等を踏まえて、題材の評価規準を学習活動に即して具体化することが必要です。 

既存の技術の理解 課題の設定 
技術に関する科学
的な理解に基づい
た設計・計画 

課題解決に向けた

製作・制作・育成 
成果の評価 次の問題の解決の

視点 

技術に関する原理や法 

則、基礎的な技術の仕組 

みを理解するとともに、 

技術の見方・考え方に気 

付く。 

生活や社会の中か 

ら技術に関わる問

題を見いだし、そ

れに関する調査等

に基づき、現状を

さらに良くした

り、新しいものを

生み出したりする

ために解決すべき 

課題を設定する。 

 
 

課題の解決策を条

件を踏まえて構想

（設計・計画）し 

試行・試作等を通 

て解決策を具体化 

る。 

 
 

解決活動（製作･制

作・育成）を行

う。 

 
 

解決結果及び解決 

過程を評価し、改

善・修正する。 

 
 

技術についての概念

の理解を深め、より

よい生活や持続可能

な社会の構築に向け

て、技術を評価し、

選択、管理・運用、

改良、応用について

考える。 

  
技術科の学習過程は、

三つの要素で構成され

ています。 

 

過

程

の

評

価

と

修

正 

 

過

程

の

評

価

と

修

正 

 

過

程

の

評

価

と

修

正 



                   【※１ ｐ.5、ｐ.45～72 参照】 

                   

 

 
 

 

 【「Ａ 材料と加工の技術」項目（１）（２）（３）を第１学年で指導する計画例です】 

 

時 

 

間 
学習活動 

〇：評価規準の例 と ◇：評価方法の例 

知識・技能 

 

 
 

 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 
・３年間の学習の見通し 

 をもつ。 

・社会や生活で使用され 

 ている耐震補強器具に 

 ついて調べる。 

 〇耐震補強器具に込められた工 

 夫を読み取り、材料と加工の 

 技術の見方・考え方に気付く 

 ことができる。 

◇調べ学習レポート 

【記録に残す評価の場面】 

〇進んで材料と加工の技術と関 

 わり、主体的に理解し、技能 

 を身に付けようとしている。  

◇ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【記録に残す評価の場面】 

 

２ 

３ 

・木材、金属などの材料の 

 特性に関係する実験・ 

 観察を行う。 

〇木材や金属などの材料の特徴と 

 使用方法を説明できる。  

◇ワークシート、ペーパーテスト 

 

４ 

・製作品の強度や構造、切 

 削、切断等に関係する 

 実験・観察を行う。 

〇製作品の構造や強度と、主な加 

 工の特徴を説明できる。  

◇ワークシート、ペーパーテスト 

 

 

   

 

19 

・これまでに学習した内  

 容を振り返る。 

〇これまでの学習と、材料と加工 

 の技術が安全な生活や社会の実 

 現に果たす役割や影響を踏まえ 

 材料と加工の技術の概念を説明 

 できる。 ◇提言レポート 

 〇安全な生活や社会の実現に向 

 けて、材料と加工の技術を工 

 夫し創造していこうとしてい 

 る。 

◇提言レポート 

 

 

 

【記録に残す評価の場面】  

20 

・より安全な生活や社会  

 を実現する材料と加工 

 の技術の在り方につい 

 て話し合い、自分の考 

 えを発表する。 

 〇安全な生活や社会の実現を目 

 指して、材料と加工の技術を 

 評価し、適切な選択、管理・運 

 用の仕方について提言できる 

◇提言レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 引用・参考  
「中学校学習指導要領」、「中学校学習指導要領解説 技術・家庭編」     文部科学省 
「埼玉県中学校教育課程・編成要領」                埼玉県教育委員会 
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料     国立教育政策研究所 
「新学習指導要領に対応した学習評価」          独立行政法人教職員支援機構 
 
 
 
 

「学びのＲ」 
はこちらから 
も御覧いただ 
けます！ 

指導と評価の計画 

 

 

 

    

 
２時間を通して、 
実現状況が把握できる段
階で、「記録に残す評価の

場面」を設定しています。 

1 時間の中で、 
「記録に残す評価の場面」 
を設定しています。 

                      【※１ ｐ.52～55 参照】 

                                

  
  
              

評価規準と評価方法の例 

 
評価方法の例【記録に残す評価の場面】 

「知識・技能」評価規準の例 

質的に高まった状況、深まった状況も

具体的にしておくことが必要です。 
さらに 

これまでの学習と、材料と加工の技術が安全な生活や社

会の実現に果たす役割や影響を踏まえ、材料と加工の技

術の概念を説明できる。 

 

 社会の発展と材料と加工の技術                     
 

■課題 みなさんが取り組んだオーダーメイド耐震補強器具の設計・製作で学んだことを思い出

して、生活や社会で利用されている材料の技術や加工の技術について考えてみよう 
①みなさんが設計・製作で考えたことと、生活や社会で利用されている材料の技術や加工の技術 
 とで、考え方が共通していることは何だろう。 
 
 
 
 

 

②生活や社会で利用されている材料の技術や加工の技術が果たす役割や影響は何だろう。 

 

 

 
 

 

③材料の技術や加工の技術とは、どのような条件を考慮して開発・利用されるだろうか。 

 ①や②を踏まえて、あなたなの考えをまとめましょう。 

生活や社会に果たす役割               生活や社会に及ぼす影響 

「おおむね満足できる」状況（B）と判断した生徒の具体的な記述例 
「私は授業で、耐震補強器具の材料や形などを考える時に、使
う場所に合っているか、しっかり固定できるか、自分で作れる
か等を考えて、最も良さそうなものを設計しました。だから市
販の製品や建物は、もっと多くのことを考えて設計するものだ
と思います。」 
「努力を要する」状況（C）と判断した生徒に対する手立て 
耐震補強器具の材料、大きさ、形状、構造などを、使用場所
や加工方法などの制約条件に基づいて構想・設計・製作した
学習を振り返らせ、生活や社会における材料と加工の技術と
の共通性を気付かせる。 

実現状況が把握できる段階
で、「記録に残す評価の場
面」を設定しています。 

「主体的に学習に取り組む態
度」の評価方法として観察を
はじめ、振り返りカード、設計
レポート、作業記録カード、完
成レポート、提言レポートな
ども適切に活用します。 

1 時間の中で、 
「記録に残す評価の場面」 
を設定しています。 

 

 
。 

 

<<学習評価の改善の基本的な方向性は３点です>> 

①生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

②教師の指導改善につながるものにしていくこと 

③これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと 

「技能」については、製作品を作る
技能だけを評価するのではなく、安
全・適切に作業できているかを、観
察などから多面的に評価する。 
（詳細※１ p.52～54参照） 
 

 第１学年で指導 

⇒問題を見出す際の範囲や解決策 

 を構想する際の視点等を「生活」 

 や「安全」に限定しています。 

問題解決に対する思考の過程

や手続きを言語化したり図示
させたりして評価する。 
（詳細※１ p.64～72参照） 

①粘り強い取組を行おうとしてい
る側面、②自らの学習を調整しよ
うとする側面、③技術を工夫し創
造しようとする側面の評価があ
る。（詳細※１ p.59～62参照） 

<<評価する時期や場面が大事です>> 

観点別の学習状況についての評価は、毎回の授業ではなく

原則として内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現

状況を把握できる段階で行います。 

 

プラス 

  
「技術の見方・考え方」と使用者
や社会からの要求、安全性などに
着目させる。 

 ①、②を受け、最適な解決策とし 
て、開発・利用されていることの 
共通性を捉えさせる。 


